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尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により

定例会において月喋氏のとおり質問したいので通知します。

なお、質問項目の件数及び質問方法は、下記のとおりです。
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別紙                    氏 名  谷口 武司  

質 問 事 項 

 

№  １   

尾張旭市の災害対策への取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

本市災害に対する主な計画は、「災害対策基本法」と「南海トラフ地震に係

る地震防災対策の推進に関する特別措置法」に準じた「尾張旭市地域防災計画」

と、「強くしなやかな国民生活の実現を図るための防災・減災等に資する国土

強靱化基本法」に準じた「尾張旭市国土強靱化地域計画」があると思います。 

この２つの計画を基に尾張旭市の防災行政は進みつつありますが、民間にお

いても住宅の耐震化、各家庭での防災意識の向上や地域社会とのつながりの変

化、生活習慣の変化、そして何よりコロナ禍を経たことによる避難所への一斉

避難への考え方に変化が生じていると思います。 

尾張旭市の地理的特徴として、津波による大規模災害、化学物質による大規

模汚染による市民への被害対応は想定しなくてもよい優位性がありますが、現

時点での本市の災害対策への取組についてお伺いいたします。 

 

（１）「尾張旭市地域防災計画」と「尾張旭市国土強靱化地域計画」の主な違

いについて 

（２）「地震災害対策計画」における被害の想定について 

  ア 被害想定の根拠について 

  イ 住居耐震化率の把握について 

  ウ 被害想定の見直しについて 

（３）「尾張旭市国土強靱化地域計画」に基づき優先的に整備するものについ    

  て 

（４）長期避難者を前提とした仮設住宅の確保について 

  ア 仮設住宅・仮家屋・民間宿泊施設活用の考え方について 

  イ 仮設住宅建設用地の準備について 

  ウ 仮設住宅資材の手配や民間宿泊施設、福祉事業者との協定の締結につ

いて 

（５）広域避難者受入れについて 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  谷口 武司  

質 問 事 項 

 

№  ２   

 

タイムラインと情報伝達に主眼をおいた尾張旭市総合防災訓

練の在り方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

旨 

各小学校区を順番に回って開催されている尾張旭市総合防災訓練が今年も

行われました。今年のコンセプトは「災害をもっと身近に」「災害時の『食』

について考える」でした。感染症５類移行を受けて校区内に限らず参加が可能

となっていて、ペット同行避難への試行的取組も行われました。自衛隊と地元

自主防災組織による炊き出しも行われ、これまでの防災訓練を踏襲した防災訓

練としては完成形なのではないかと感じました。 

一方で、各自主防災組織が行っている防災訓練との差別化があまりなくなっ

てきている点や、市民の参加がこれ以上見込めない中で、セレモニーのような

総合防災訓練から、行政は行政の、自主防災や関係諸団体はそれぞれの役割を

タイムラインに沿って訓練する、つまり、市内全域で想定に即した防災訓練を

行う型に進化しても良いのではないかと思い以下質問させていただきます。 

 

（１）発災直後、自身と家族の安全を確保した後の対応について 

  ア 本市職員の行動について 

  イ 地域住民と自主防災組織の行動について 

  ウ 本市災害対策本部の立ち上げと情報収集について 

 

（２）発災後、避難所が開設されることとなる場合の対応について 

  ア 本市職員の行動について 

  イ 自主防災組織に期待する行動について 

  ウ 指定避難所の鍵問題について 

  エ 本市災害対策本部の情報収集と情報発信について 

 

（３）長期化する避難生活を想定した避難所の運営と集約について 

  ア 避難所の運営主体について 

  イ 避難所の集約について 

 

（４）尾張旭市総ぐるみ総合防災訓練（仮称）の開催について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する  
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別紙                    氏 名  谷口 武司  

質 問 事 項 

 

№  ３   

地震による大規模災害を想定した避難所と一時避難場所の

役割と、円滑な支援物資輸送を実施するための体制の構築につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

本項での質問は住宅の耐震化が進む中で、コロナ過も経てますます在宅避

難・避難所外避難が一般化するであろうことを想定して、在宅避難・避難所外

避難に焦点を当てた防災計画の見直しも必要ではないか、津波被害のない本市

の特色を生かし、より身近に増設された一時避難場所をより有効に活用できる

方法は何かという思いから起草いたしました。 

物流に被害を及ぼすような大規模な災害時にも、在宅避難・避難所外避難を

市民に選択肢として持ってもらうためには、必要な人に必要な物資が届くラス

トマイルを考慮したより狭い範囲での円滑な支援物資輸送を実施するための

体制の構築が必要だと思います。また、その場合の被災者支援を迅速に進める

ための被災者台帳作成も複雑化すると予想されます。あわせて準備や想定され

る対応についてお伺いいたします。 

 

（１）一時避難場所の周知徹底と有効活用の可能性について 

 

（２）支援物資供給拠点としての避難所の明記について 

 

（３）クラウド型被災者支援システムの導入について 

  

 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


